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１１月１９日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 ７月の所信表明でも一部述べたのですが、Ｒ.Ｉ.（ロ
ータリー・インターナショナル）は、ＤＥＩ（ダイバーシ
ティー・エクイティー・インクルージョン）、いわゆる多
様性・公平性・包括性を重んじて、多文化共生を推
奨されています。しかし、私はお国柄によっては相
入れにくいこともたくさんあるので、やみくもに移民・
移住を受け入れるのはいささかの抵抗があるという
ふうに考えております。 
 ここで一つエピソードをお伝えしたいと思います。
それは、バングラディシュから難民として日本に来た
イスラム教徒の女性のお話です。彼女は「難民であ
ったから夢を断念した」と言っており、自分は被害者
だと主張して話題となったことがありました。その女
性は二十歳で難民として日本にやってきて、２人の
子どもを育てながら、日本の支援で大学まで卒業し、
今はＮＰＯ法人でイスラム教徒の難民女性の自立支
援の仕事をしております。彼女は医者になりたかっ
たのに、難民だからなれなかったと主張しています。 
 ちょっと待ってください。日本はあなたを受け入れ
て、身の安全を保障し、日本の税金で大学まで行か
せてあげたんじゃないですか。日本人でも学費が払
えず、大学を経済的にあきらめる人もいます。実際
コロナ禍のときは、学費が払えず中退する学生が続
出したのはまぎれもない事実であります。それなの
に、日本への感謝が一切ないのはおかしいと思いま
せんか。しかも、子ども２人を育て上げた時点で、日
本は相当な支援をしているはず。まるで被害者のよ
うに振る舞うことは私には到底理解できません。 
日本人の常識では考えられないことであります。

決して見返りを求めるわけではございませんが、し
かし、してもらって当たり前では、残念ながら、日本
人の優しさや旅行者に対するおもてなしの心が通じ
ていないと言えるでしょう。こういう人たちなら、本当
に来ないでほしいと思いました。 

幹 事 報 告 
◎委員会別情報集会のご案内 
１２月３日（火）例会終了後 Ａ班（会員増強、会員

選考、職業分類、ロータリー情報、公共イメージ、会
報・資料、雑誌・ＩＴ、会計、Ｓ.Ａ.Ａ.） 
ゲ ス ト 
赤木  誠様（スポーツアナウンサー 卓話講師） 
誕 生 日 祝 
清水良彦会員(11月25日) 
結 婚 記 念 日 祝 
山本忠行会員(11月21日) 
創 業 記 念 日 祝 
森田康宏会員(11月19日) 出川裕一会員(11月25日) 
委員会報告及びその他報告 
〇親睦委員会  桑  雅宣委員長 
 地区大会記録誌４９ページ目の滋賀第１グループ、
大津西・大津東・高島ＲＣの写真が間違っていまし
た。訂正の写真を地区から頂き、ポスティングいたし
ましたので、差替えをお願いいたします。 
〇ローターアクト委員会  川中教正委員長 
 １２月１０日（火）午後６時半登録開始、７時開会で、
クリスマス例会を開催させていただきます。会場は
日本料理市藤さんです。ぜひご参加いただいて、ア
クトのメンバーとの交流をお願いいたします。 
〇職業奉仕委員会  川村英亮委員長 
 本日例会終了後、エッセンシャルワーカー表彰の
打合せを行いますので、委員の方はお残りください。 
ニ コ ニ コ 箱 
・スポーツアナウンサーの赤木誠さんをお迎えして、
楽しいお話が聞けそうで、大変楽しみにしておりま
す。 池木啓仁会員 
・赤木様をお迎えして。 中井謙之会員 
・赤木誠様ようこそ当クラブへ。本日の卓話楽しみに
しております。 丸野正徳会員 
・本日の講師、赤木誠様をお迎えして。卓話よろしく
お願いいたします。 山下精久会員 
・奈良県下ＲＣゴルフコンペ、参加していただき、あり
がとうございました。 垣本喜己会員 
・先週、駐車券を紛失した際、川村英亮様、丸野正
徳様にお世話になりました。ありがとうございました。 
 枡岡  進会員 
・桑さんお世話になりました。 世古千代子会員 
・欠席のお詫び。 喜夛輝昌会員 
・家族に良いことがありました。 酒本將稔会員 
・誕生日祝を頂いて。桑委員長ありがとうございまし
た。 清水良彦会員 
・結婚記念日祝を頂いて。先日の家族親睦会では
息子がお世話になり、ありがとうございました。 
 俵本和実会員 

 
 
 第３回クラブフォーラム（職業奉仕） 
 

本日の例会 (１１月２６日) 

 
 ダム四方山話 
  （一財）日本ダム協会 
     ダムマイスター 石井秀紀 様 

次回の例会 (１２月３日) 

日) 



卓話 「スポーツ中継 よもやま話」 
   スポーツアナウンサー 赤木 誠 様 

 昨年の１０月末をもちまして、Ｍ
ＢＳアナウンサーを退職いたしまし
た。現在は、フリーのスポーツア
ナウンサーをしております。私が
自らライフワークとしている仕事が、
高校ラグビー奈良県大会の決勝
でございます。ＭＢＳを退職した

後も、奈良テレビのご厚意で中継を続けさせていた
だいております。おとといも橿原陸上競技場から熱
戦の中継をいたしました。 
 初めて中継を担当したのはまだ昭和でした。昭和
６３年１１月、カードは天理高校対天理教校の試合
でした。中継がなかった年もありましたので、計算し
てみますと、今回が３５回目の中継ということになりま
した。 
 天理対御所実業は、純白のジャージ対漆黒のジャ
ージの対戦です。全国に数多く地区予選がござい
ますけれども、最高レベルの対戦であることは間違
いございません。日本最高の予選を中継させていた
だいて、光栄に思っております。 
 今年の中継でいつもと違うところがありました。天
理高校の選手が左袖に喪章をつけておりました。今
年７月に天理高校元監督の田中克己先生がお亡く
なりになったからです。田中克己先生といいますと、
監督通算２０年間で花園優勝２回、準優勝１回、ベ
スト４が２回という、高校ラグビー界の名将中の名将
でございます。そして、ラグビーの普及に大変尽くさ
れた方です。合同練習を申し込めばまず断られな
い、全国でご指導になり、田中克己ファンが本当に
たくさんいらっしゃいました。私も大変良くしていた
だいて、かわいがっていただきました。田中克己先
生が天理高校を退職後も、奈良県決勝が終わると
必ずメールが入っているんですね。「赤木さん、今
年もありがとうございました。お疲れさまでした」と気
にかけていただき、本当に幸せでした。 
 田中先生との思い出は山ほどあるんですが、一つ
エピソードをご紹介したいと思います。あれは、平成
２年（１９９０年）１月７日、全国高校ラグビーの決勝戦
の日でした。カードは天理高校対大阪の啓光学園
です。啓光学園の初めての決勝進出でした。当時、
ＭＢＳテレビで日曜日の午前中、「桂三枝のスポー
ツマガジン」という番組がありました。そこで、お昼か
らの決勝戦の中継を盛り上げようということで、両チ
ームの宿舎に行って中継することになりました。田中
先生に相談しますと、「赤木さんに言われたら断れ
んわ」ということで実現しまして、啓光学園の記虎先
生もオーケーを出してくださって、中継が始まったん
です。 
 まず、中継の入りは天理教の秋津大教会です。こ
こは天理高校ラグビー部の花園の宿舎でした。教会
の外観が映って、そして選手がいる１００畳ぐらいの
大広間に移りますと、選手がジャージ姿で寝ころん
だり漫画読んだり、本当に自由にしておりました。 
 今度は一転して啓光サイドです。啓光学園はたし
かホテル京阪だったと思います。レストランに、皆さ
ん制服をびしっと決めて、緊張気味に椅子に座って
おられました。本当に対照的な絵が映りまして、放
送的にいいますとつかみはオーケーでございました。 
 演出したような感じの極端な絵が映し出された後、 
 
 
 
 
 

中継が進んで、「さあそれでは最後に、両監督、エ
ールの交換をお願いできますか」ということになりま
した。田中先生が間髪を入れずに、「記虎はん、緊
張してまっしゃろ」と、啓光学園の記虎先生に呼び
かけたんですね。お二人は天理大学の先輩後輩で
記虎先生が一個上なんですね。あのときの記虎先
生の何とも言えない、うーんという、はにかんだような、
緊張したような苦笑いといいますか、あの表情を忘
れることができません。まさに先制パンチだったわけ
ですね。 
 中継が終わると、田中先生が小走りで選手がいる
大広間に向かって行かれて、何をするのかなと思っ
たら、「みんな、先生、勝ったか。勝ったか。そうか勝
ったか。うわあっ」ってやられたんですよ。そうすると、
みんなも「うわあっ」って、すごい盛り上がりを見せま
した。その流れで花園へ向かっていって、ゲームは
ロースコアでしたけれども、天理高校が勝ちきったと
いう、６回目の優勝でございました。私はあの先制パ
ンチが効いたと思っております。 
 １０年ぐらい前に田中先生の定年パーティーが行
われました。私は司会でお邪魔したんですけれども、
田中先生が「みんな何であんなしんどい練習につい
てきてくれたんかな」とおっしゃるんですよ。そうする
と、ＯＢの方が「何言っているんですか。みんな、克
己さんの言うことを聞いていたら、絶対日本一にな
れると信じたからですよ」と言われました。田中先生
の指導力というか人間力というか、ここまで教えるほ
うと教わるほうがつながっているというのは珍しいの
じゃないかなと感じ、本当にいいシーンに立ち会え
たなと思っております。 
 おととい、試合が終わった後、天理高校のＯＢの方
がうっすらと目に涙を浮かべながら、「克己さんが亡
くなった年に花園に出られて本当に良かった」とお
っしゃっていて、ああやっぱり今年はそういう巡り合
わせもあったのかなという感じがいたしました。 
 よく聞かれる質問に「スポーツ中継のとき、トイレと
かどうなさっているんですか」というものがあります。
昔は「そんなものは集中していればありません。行き
たくなるアナウンサーは集中力が足りないんです」と
答えていました。しかし、阪神が出場した日本シリー
ズで大変な尿意に襲われました。試合前から番組
中継がメジロ押しでトイレに行けず、１０月の寒さから
つらい状態になりました。何とか耐えていたんです
けれども、ゲームが５対５で延長に入ってしまいまし
た。延長１０回の裏１アウト、金本さんがスライダーを
ライトにカーン、私はあのときほど白球が神々しく見
えたことはありませんでした。「飛び込んだあ（やった
あ）」。九死に一生とはあのことだなと思いましてね。 
 その後はもちろん、試合途中でトイレに行くアナウ
ンサーの話になっても「うんうん、それはあり得ますよ。
ええ、防ぎようがありません」と、私のコメントが１８０
度変わったのは言うまでもありません。 
 いずれにしましても、４回の日本シリーズの中継で
は貴重な経験をさせてもらいました。本当に幸せな
アナウンサーだったなという思いがございます。 
 現在は奈良テレビで夏の高校野球奈良県大会を
担当しております。また、ＫＣＮ（近鉄ネットワークテ
レビ）でも「タイガースＶ特急」を担当しております。
来年のタイガース２軍監督、平田勝男さんの抜群の
トーク技術も見られますので、ぜひお楽しみください。 
 
 

 
 
 
 

 
出席報告 

 
会員 
総数 

出席 
義務 
会員数 

義務 
会員 
出席数 

義務 
会員 
欠席数 

義務 
会員 
MU 

出席 
免除 
会員数 

免除 
会員 
出席数 

免除 
会員 
MU 

 
出席率 

11月 19日 91 58 53(0) 5 0 33 22 1 93.83％ 
11月 12日 91 58 52(0) 6 0 33 18 0 92.11％ 
11月 10日 91 58 42(0) 16 2 33 17 1 81.58％ 

（ ）内の数字はＷＥＢ出席者数内訳 

 


